
保育所保育指針改定による川崎市「保育の質ガイドブック」に関する修正内容について

番

号
頁 項目

新３０．４予定 ガイドブック

●改定指針内の章立て記載箇所

※ 理由

旧２９．３ガイドブ

ック

 1 P1 ２保育所の役

割 1行目 

（平成２９年３月３１日厚生労働省告示第１１７号） 

※改定による告示年月日の変更。

（平成２０年３月２８

日厚生労働省告示第１

４１号） 

2 P1 （２）保育所

の特性の２行目 

子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育所における環境

を通して、 

●第１章 １（１）ア 

※ 前回指針にあり作成時抜けていた。 

なし 

3 P1 （４）保育士

の専門性４行目

り、その職責を遂行する為に専門性の向上に絶えず努め

なければならない。 

●第１章 総則（１） エ   

※ 新たに明記され追記。

なし

4 P2 2 行目 第１章  

※漢字がローマ数字表記になったため。 

第一章 

5 P4 視点② 視点② 全体的な計画の策定及びそれに基づいた保健

計画や食育計画等の作成と保育の実施 

●第１章 ３ （１）

※全体的な計画及び～に変更のため。 

②保育課程の策定、保

育指導計画の作成と

保育の実施 

6 
P4 視点②あるべ

き姿～8行目 

保育指導計画及び保健計画や食育計画を通じて子ども

達が主体的～ 

●5番に同じ。 

保育実践を行い、子ど

も達が主体的～ 

7 P4 視点③あるべ

き姿～【ポイント】

2行目と最下段2行

＊２乳幼児期にふさわしい経験が積み重ねられるよう

に ＊２乳児保育のねらい・内容についての視点として、

身体的発達では【健やかに伸び伸び育つ】、社会的発達

では【身近な人と気持ちが通じ合う】、精神的発達では

【身近なものと関わり感性が育つ】としています。 

●第 2章 1（１） イ 

※ 乳児保育の大切さが示されたため追記。

乳幼児期にふさわし

い経験が積み重ねら

れるように のみあ

り。

8 P4 視点③あるべ

き姿～【ポイント】

下 3行目  

愛情豊かに応答的に 

●第 2章 1（１）ア 

※「愛情豊かに、応答的に」と示されたため追記。 

なし 

9 P5 視点③あるべ

き姿～7行目 

、幼児教育を行う施設として＊３「育みたい資質能力」

を一体的に育むように保育し 

●第１章 ４ （１） ア（ア）～（ウ） 

※生涯にわたる生きる力の基礎を培うために～明記さ

れたため追記。 

態度が培われるよう

に関わることが求め

られます。 
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10 P5 視点③あるべ

き姿～9行目  

＊３「育みたい資質能力」とは【知識及び技能の基礎】【思

考力判断力表現力の基礎】【学びに向かう力人間性等】

です。それぞれを個別に指導するのではなく、保育所保

育の特質を踏まえ、子どもを主体として共感し、友達と

の遊びや豊かな体験への興味や関心等を通して育くん

でいきます。 

●第１章 ４ （１） ア（ア）～（ウ） 

※ 詳細に追記。 

なし 

11 P5 視点③あるべ

き姿～【ポイント】

1行目  

＊４「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 

●第１章  ４ （２） ア～コ 

※ １０の姿を追記。

「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」

を

12 P5 視点③あるべ

き姿～【ポイント】

7行目～11 行目  

＊４「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は【健康

な心と体】【自立心】【共同性】【道徳心・規範意識の

芽生え】【社会生活との関わり】【思考力の芽生え】【自

然との関わり・生命尊重】【数量や図形、標識や文字な

どへの関心・感覚】【言葉による伝え合い】【豊かな感

性と表現】の１０の姿があります。それぞれは個別に就

学前の時期に身につけるのではなく、環境を通して行わ

れる様々な経験を重ねながら育みます。10 の姿を念頭に

各年齢の発達過程に即して指導計画を作成することが

重要です。 

●※ １１番に同じ。 

なし 

13 P6 視点⑤【ポイ

ント】 

安全な保育環境を確保し、事故防止の取組を行う際に

は、特に睡眠中、プール活動・水遊び中、食事中等の場

面では重大事故が発生しやすいことを踏まえて、場面に

応じた適切な対策を講じることが重要です。また 

●第３章 ３ （２） イ 

※ 保育園における重大事故が発生しやすい内容につ

いて追記されたため。 

なし 

14 P7 視点⑥２つ目

の【ポイント】3行

目 

保育所の特性を生かした「食を営む力」の育成に向け食

●第３章 ２ （１） 

※ 保育所の特性が追加「食を営む力」も加え記載。 

なし 

15 P8 視点⑦あるべ

き姿～の 3つ目（5

行目） 

○アレルギー疾患を有する子どもの保育については保

護者と連携し、情報を共有しながら医師の診断及び指示

に基づき適切な保育を行っている。 

●第３章 １ （３） ウ  

※ アレルギー疾患～に対する適切な対応と安全 

な環境の整備が追記されたため。 

なし 

16 P9 視点⑨タイト

ル 

保護者との相互理解 

●第４章 ２ （１）  

※保護者との相互理解と追加されたため変更。 

保護者への子育て支

援の取組 

17 P9 視点⑪タイト

ル 

保護者の状況に配慮した個別の支援  

●第４章 ２ (２)  

※表記が変更になったため。 

多様な子育てニーズ

への対応 



18 P9 視点⑪あるべ

き姿～○2つ目 

○外国籍家庭など特別な配慮を必要とする家庭の場合

には状況等に応じて個別の支援を行っている。 

●第４章 ２ (２)ウ  

※ 外国籍家庭など特別な配慮～が追記のため。 

なし 

19 P11 視点② 視点② 安全管理・災害への備え   

●第３章 ４（２） ア 

※ ●（２）の表記により変更。   

安全管理の取組 

20 P11  視点②ある

べき姿～の 2 つ目

の○ 

○及び緊急時の対応についてのマニュアルを作成 

●※ 19 番に同じ。  

○安全管理、事故防止マ

ニュアルを整備し、災害

や事故及び

21 P12 ５「保育の質

の維持向上に向け

た取組強化 5行目 

施設長のリーダーシップのもと、保育の課題や各職員の

キャリアパス等も見据えて、 

●第５章  ４ （１） 

※キャリアパス等も～「保育士のキャリアアップのしく

みと処遇改善～」と示され追加。 

なし 

22 P12 ◎1つ目 ◎体系的な研修計画の作成  （保育士等キャリアアッ

プ研修） 

●※ 21 番に同じ。  

◎充実した研修の実

施（ ）内にはなし 

23 P15  視点①の着

眼点 保育理念・

基本方針の step2 

step2：全体的な計画 

●※ ５番に同じ。 
保育課程 

24 P15  視点②着眼

点 全体的な計画 
全体的な計画   

保健計画・食育計画を 

●※ ５番に同じ。 

保育課程 

なし 

25 P16  視点③の着

眼点 3 つ目 養

護…情緒の安定の

step2 

step2：くつろいで共に 

●第 1章 ２ （２） イ （ア） ④  

※ 明記されたため追記。 

なし 

26 P17  視点③着眼

点 養護と教育の

一体化の step１ 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を見通した関わ

りをしている。 

●※ ９番に同じ。 

発達に応じた活動が

できるような 

27 P18 ⑤着眼点 1

行目事故防止の取

組の step１ 

step1：特にプール活動や水遊びを行う場合は役割分担

を明確にしている。 

●※ １３番に同じ。 

なし 

28 P19  視点⑦の着

眼点 step1～3 

アレルギーを有する子どもの保育 

step1：保護者と連携し医師の診断に基づいて適切な保

育を行っている。 

step2：全職員の共通理解のもと、関係機関と連携して

保育所の体制構築など安全な環境の整備をおこなって

いる。   

step3：看護師や栄養士が配置されている場合にはその

専門性を活かした対応をしている。 

●※ １５番に同じ。 

なし 

29 P20  視点⑨の着

眼点 情報提供に

よる支援 step1  

step１ 全体的な計画 

●※ ５番に同じ。 
保育課程 



30 P21  視点⑪着眼

点保護者に対する

個別支援 step1～3

保護者に対する個別支援 

step1：コミュニケーションを深めながら、保護者が必

要としている適切な援助をおこなっている。 

step2：異文化を持つ家庭を考慮し、国の生活、文化を

理解した対応をおこなっている。 

step3：保護者の状況を考慮して他機関と連携しながら

個別に支援している。 

●※ 1６番に同じ。 

なし

31 P25  視点②の着

眼点の 2つ目

災害発生時の対応体制及び避難への備え 

step2：災害発生時の具体的内容や手順に関するマニュ

アルを作成し、 

●※ １９番に同じ。 

防災、防犯訓練の計画

及び実施 

step2：安全管理及び 

事故防止マニュアル 

を活用し 


